
c. 原子力規制庁は原子力専門家の活用が重要

原子力規制委員会及び原子力規制庁が発足した。その５人の委員の選考にお

いて、民主党は「いわゆる原子力村」の専門家を排除する方針を出し、マスコ

ミも大賛成している。福島の政府及び国会の事故調査委員会の委員構成も同様

であった。

 飛行機が墜落した時の運輸安全委員会や、薬品による公害の薬事委員会は、

その道の専門家で構成されており、当然である。

しかし、「原子力の専門家」に対する不信は、昨今非常に大きなものになって

きている。これは、昨年 3 月の東京電力(株)福島第一原子力発電所の事故が直接

の契機になっているのは明らかである。

世間一般の評価においても「専門家」あるいは「専門性」の価値が下落して

いる風潮にあることも事実である。社会に関わる様々な問題について、専門家

のみならず一般の市民も、テレビや新聞、コンピューター等から多くの情報を

得ることが出来るようになってきており、また、それらの問題について意見を

積極的に表明すべきであるという社会風潮も強まり、実際に声を上げる機会も

増えている。専門家は、自分の専門分野のみを信じ、視野が狭くなり、バラン

スの取れた判断が出来なくなることも多々あることは否定できない。この点は

人間性の問題であり、バランス感覚があり、かつ専門性の高い人が必要であり、

専門家を全て排除してよいとする論理とは別な次元である。

また「素人判断」という言葉があるように、複雑性がいっそう増しつつある

現代社会における諸課題を、専門性を持たない人間がみで決断を下すというの

は、かなりのリスクが伴うものである。

専門性の高い原子力や飛行機や薬品の事故などに関する判断は、国民の健康問

題を十分に考慮した上で、長期的および科学的な視点からの判断が非常に重要

であり、倫理を伴った専門家の意見こそが重要である。それら専門家の意見と

社会一般の意見が大きく分裂している場合、将来の方針を決めるにあたっては、

民主主義国においては 終的には「政治」による決定が下されることになる。
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政治家は、短期的な心地よい意見に基づく判断よりも、日本の将来ビジョンを

見据えた判断をお願いしたい。
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国家 運輸安全委員会 
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